
第１回高校生ＳＤＧｓ選手権大会開催要項 

 

１ 目 的 

北九州市は、「ＳＤＧｓ未来都市」として、ＳＤＧｓの達成に向けた様々

な施策を推進し、持続可能な社会の実現を目指しています。 

２０３０年に向けた目標であるＳＤＧｓの達成には、未来社会の担い手で

ある若い世代の力が不可欠です。そこで本市では、高等学校で行われる探究

学習などを通して、生徒たちが地域課題等に関心を持ち「生きる力」を身に

付けるための支援として、探究学習等の成果発表会を実施することといたし

ました。 

 

 

２ 主 催   「ＳＤＧｓ未来都市」北九州市 

 

３ 日 程   令和２年３月２０日（金・祝） 

 

４ 場 所   北九州国際会議場メインホール、イベントホール、会議室 

         住 所 〒802-0001 北九州市小倉北区浅野３丁目９−３０ 

 

５ 内 容 

  〇 北九州市長による基調講演 

  〇 プレゼンテーション部門   （別紙１） 

  〇 ポスター発表部門      （別紙２） 

  〇 ワークショップ（高校生の部、教職員の部）  （別紙３） 

 

６ タイムスケジュール 

  〇 プレゼンテーション部門 

   １０：３０～１１：００  発表順序の抽選・リハーサル 

   １１：００～１２：３０  （ポスター発表見学・昼食等） 

   １２：３０～１３：１０  基調講演 

   １３：１５～１５：１０  プレゼンテーション 

                ※プレゼン終了後、審査及び表彰 

   １５：３０～１７：００  ワークショップ（希望者のみ） 

令和元年１２月２０日 

企画調整局ＳＤＧｓ推進室 



  〇 ポスター発表部門 

   １０：３０～１１：００  ポスターの準備 

   １１：００～１２：２０  ポスター発表 

※質疑等への対応、交代で昼食、他校の見学 

   １２：３０～１５：１０  （基調講演、プレゼンテーション見学等） 

   １５：３０～１７：００  ワークショップ（希望者のみ） 

 〇 ワークショップ 

  １５：３０～１７：００  ワークショップ 

               ※高校生、教職員に分かれて実施 

 

７ お申込みなど 

  〇 別紙の「事前アンケート」は、令和２年１月１０日（金）までに、 

ＦＡＸ等でご回答いただきますようお願いたします。 

    〇 正式なお申込みは、令和２年２月７日（金）までに、別紙の「参加申込

書」にご記入のうえ、ＦＡＸ等でお申込みください。 

    お申込み時点で発表内容が決まっていなくても構いません。 

  ※お申込み後の流れ 

   ポスター部門・・・主催者より参加可能なチーム数をご連絡します。 

            ポスターは、当日持込み及び掲載となります。 

プレゼン部門・・・お申込みチーム数が多い場合は、書類審査などを行う 

場合がございます。予めご了承ください。 

動作確認などのため、発表データは３月１３日に 

ご提出ください。提出後も修正は可能です。 

ワークショップ・・参加希望人数を確認後、定員より多くのお申込みが 

あった場合は、高校ごとの参加者数の調整をお願い 

する場合がございます。予めご了承ください。 

 

８ その他 

〇 成果発表会は、生徒の探究学習等への動機付けや他校との交流による「気

づき」など、高等学校の取組みの一助となることを目指しております。

したがって、必ずしも完成された発表内容を求めるものではありません。

高校生らしいチャレンジ精神のある発表を期待しています。 



〇 将来的には、募集エリアの拡大など成果発表会の拡充を検討しています。

今回出場されない場合でも、是非ご見学いただき、今後に向けたご意見

等をいただければと考えております。 

〇 会場近くにはコンビニエンスストアなどがありません（小倉駅近くまで

行く必要があります）。お弁当など、昼食をご持参されることをお勧めい

たします。 

  会場の会議室等を昼食場所として開放いたしますのでご利用ください。 

〇 プレゼンテーション部門、ポスター発表部門、ワークショップにお申込

みいただいた高校には、後日、諸連絡や会場図面等をお送りいたします。 

 

 

【問い合わせ先】 

  北九州市企画調整局ＳＤＧｓ推進室  宇野、増谷 

  TEL 093-582-2302   FAX 093-582-2176   

E-mail tsuyoshi_uno01@city.kitakyushu.lg.jp 

mailto:tsuyoshi_uno01@city.kitakyushu.lg.jp

